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あ行 

【悪臭原因物】（※1 ⼀部編集） 
悪臭防⽌法における悪臭原因物とは「特定悪臭物質を含む気体⼜は⽔その他の悪

臭の原因となる気体⼜は⽔をいう」と定義されている。平成 7 年の悪臭防⽌法の改
正により、従来の特定悪臭物質（22 物質）のみでなく、その他の悪臭原因物の排
出についても規制が⾏われることとなった。悪臭防⽌法の規制地域においては、⼯
場その他の事業場からの悪臭原因物の排出が、具体的には“特定悪臭物質の濃度”ま
たは“臭気指数”のいずれかにより規制される。 

 
【悪臭防⽌法】（※1 ⼀部編集） 

⼯場その他の事業場における事業活動に伴って発⽣する悪臭について必要な規制
を⾏い、その他悪臭防⽌対策を推進することにより、⽣活環境を保全し国⺠の健康
の保護に資することを⽬的として昭和 46 年に制定された法律である。 

本法は、平成 7 年 4 ⽉に⼀部改正され、臭気指数規制の制度および国⺠の⽇常
⽣活に伴う悪臭の防⽌などについての関係者の責務が新たに規定された。悪臭の規
制は、都道府県知事が事業場における事業活動に伴って発⽣する悪臭原因物の排出
を規制する地域（規制地域）を指定し、特定悪臭物質の種類ごとに総理府令で定め
る範囲内で当該地域の規制基準を設定することとされている。また、都道府県知事
は特定悪臭物質の個々の濃度規制では、⽣活環境を保全することが⼗分でないと認
められる区域があるときは、特定悪臭物質の規制基準に代えて、臭気指数の規制基
準を総理府令で定める範囲内で設定することができるとされている。規制地域内の
事業者が規制基準を超えて悪臭原因物を排出し、その不快なにおいにより住⺠の⽣
活環境が損なわれた場合には、市町村⻑は悪臭原因物の排出を減少させるための措
置をとるべきことを勧告し、命令することができる。 

 
【アンモニア】（※1） 

NHR3 R，分⼦量 17.03，沸点−33.4℃，融点−77.7℃。悪臭防⽌法に定められた特
定悪臭物質の 1 つで刺激がある。検知閾値は 0.15ppm とされている。敷地境界規
制基準の範囲は 1〜5ppm である。主な発⽣源として畜舎や化製場、し尿処理場、
堆肥化施設がある。 

 
【硫⻩化合物】 

硫⻩原⼦（S）を含む化合物の総称である。特定悪臭物質では、硫化⽔素、メチ
ルメルカプタン、硫化メチルおよび⼆硫化メチルと悪臭の代表的な物質が硫⻩化合
物である。畜産業や堆肥化施設など様々な発⽣源から発⽣する。 

 
【エアレーション】（※3 ⼀部編集） 

空気を送り込むこと。空気を液状物の中に送り込むときは“曝気”といい、固形物
中に送るときには“通気”という。好気的な⽣物処理ではこの操作が必要であり、活
性汚泥法の曝気や堆肥化処理の通気はその代表的な処理技術である。 

また、堆積物に空気を送るときに、「送⾵」と呼ばれる処理がある。堆肥化の場
合「通気」としているのは、この「送⾵」より遥かに少ない⾵量であることを強調
するためである。 

 
か行 

【ガラス製発泡材】引⽤⽂献なし。ミライエのカタログを参考 
⿃取県が開発した特殊な焼成技術によりガラスを多孔質化したものが代表的なも

のである。無数の気孔に微⽣物を担持させたガラス製発泡材に、臭気ガスを通気す
ることにより⽣物脱臭を⾏う。バークなどの⽣物脱臭資材では経年劣化があり定期
的な交換が必要であるが、ガラス製なので交換が不要であるという特徴がある。 

 
さ行 

【臭気強度】（※1） 
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臭気の強さを表す尺度であり、⽇本ではもっとも広く使われているのが６段階臭
気強度表⽰法である。具体的には以下の表現が⽤いられている。悪臭防⽌法におけ
る 22 物質の基準値を設定する際の評価尺度として採⽤されている。具体的には臭
気強度 2.5 と 3.5 に対応する各物質の濃度の範囲内で基準値が決められている。
6 段階臭気強度表⽰法は、悪臭防⽌法の 「敷地境界線における規制基準」 の設定
において、悪臭の強さと悪臭原因物の濃度 （または臭気指数） の関係を⽰す尺度
として⽤いられている。規制基準は 6 段階臭気強度表⽰法の臭気強度 2.5 を下
限、臭気強度 3.5 を上限とし、特定悪臭物質および臭気指数のそれぞれ対応する
濃度あるいは臭気指数の範囲が定められている。 

 
表 ６段階臭気強度表⽰法 

0：無臭     
1：やっと感知できるにおい （検知閾値）     
2：何のにおいであるかがわかる弱いにおい （認知閾値）    
3：楽に感知できるにおい     
4：強いにおい     
5：強烈なにおい     

 
【臭気指数】（※1 ⼀部編集） 

官能試験法による臭気の数量化の⽅法の⼀つである。対象空気をにおいのない清
浄な空気で希釈した時、丁度におわなくなる時の希釈倍率を臭気濃度という。すな
わち、臭気濃度 1000 の臭気とは、丁度 1000 倍に無臭空気で希釈した時に、初め
てにおいが消えるような臭気のことである。さらに⼈の感覚に近づけるため、臭気
濃度を対数に変換した尺度が臭気指数である（臭気指数＝10×Log（臭気濃度））。
臭気指数尺度は騒⾳におけるホン尺度と⾮常に類似性が⾼い。悪臭防⽌法では、平
成 7 年の改正により臭気指数が規制基準として追加されている。 

臭気指数はにおいの有無を判定するため、⽐較的個⼈の変動が少なく機器分析と
同程度の測定精度が確保できる。臭気指数の主な測定法としては、三点⽐較式臭袋
法である。 

 
た行 

【堆肥】（※3 ⼀部編集） 
様々な有機資材を原料とし、微⽣物の好気性発酵によって腐熟させ、成分的に安

定化し施⽤に適する性状にしたものをいう。本来はわら類、落ち葉などを堆積し発
酵させたものを堆肥、家畜糞尿を主原料とするものをきゅう肥と呼んで区別してい
たが、現在では様々な原料が⽤いられるようになり、堆肥化・発酵させたものを総
じて堆肥と呼ぶことが多い。なお、都市ごみを堆肥化したものをコンポストと呼ん
でいたが、これも堆肥に含まれる。 

 
【脱臭技術】（※1） 

臭気を含むガスを吸引して、脱臭処理する技術である。現在よく使われている脱
臭装置は次のものがある。 ①直接燃焼装置  ②蓄熱式燃焼装置  ③触媒式脱臭装
置  ④薬液洗浄脱臭装置  ⑤吸着脱臭装置 （回収装置，濃縮装置，交換式吸着装
置）  ⑥⽣物脱臭装置 （⼟壌脱臭装置，腐植質脱臭装置，充塡式脱臭装置，スク
ラバー式脱臭装置，ばっ気式脱臭装置） がある。このほかに最近は、消・脱臭剤
による脱臭装置も使われるようになった。噴霧法、中和法、散布法などが主なもの
である。また脱臭装置で⼤切なことは、フード、ダクトを含めた運転管理と保守点
検整備で、正常な脱臭機能を発揮させるためにも重要である。 

 
【団粒構造】（※4「⼟壌の基礎知識（p.8）」） 

団粒構造は畑⼟壌で重要な⼟壌構造である（⽔⽥で
は⽔の影響で団粒構造は発達しない）。⼟壌粒⼦が相
互にくっつき合って、団粒を作っている状態で、単粒
より団粒化することで孔隙率は拡⼤し、団粒内部の狭
い孔隙に⽑管⽔を保持できると同時に団粒外の⼤きな
孔隙は排⽔性や通気性を⾼めることができ、保⽔性と
排⽔性という相反する機能を併せ持つ⽣産性の⾼い⼟
壌構造である。団粒化には、堆肥などの有機質を施⽤ 団粒構造（孔隙率 61.22％） 

単粒（孔隙率 47.64％） 
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し、有機物が分解されてできる膠様物質が接着剤の役
割を果たす。 

  
【低級脂肪酸】（※1） 

⽐較的炭素数の少ない脂肪酸のことで、悪臭防⽌法では、特定悪臭 22 物質の中
で平成元年に指定されたプロピオン酸、ノルマル酪酸、ノルマル吉草酸、イソ吉草
酸をいう。その他、ギ酸、酢酸も含まれる。酸っぱいような刺激臭やむれた靴下の
においがする。畜産関連の糞尿が嫌気性微⽣物に分解されるときに多量に発⽣す
る。 

 
は行 

【発酵】（※3） 
狭義では、微⽣物による糖質の嫌気性分解のことをいうが、⼀般的には微⽣物が

有機物を分解し、サイレージ発酵、乳酸発酵、メタン発酵、堆肥の発酵のように⼈
間にとって有⽤な物質を作り出すことをいう。家畜糞の処理においては、メタン発
酵と堆肥の発酵が⽤いられる。メタン発酵は嫌気性発酵であるが、堆肥の発酵は好
気性発酵であり、⽔分調整や切り返し、強制通気など好気的条件を与えるような管
理が必要である。 

 
【肥料取締法】（※3、６⼀部編集）（特殊肥料と⼀体化）） 

肥料の品質を保全し、その公正な取引を確保するため、肥料の規格の公定、肥料
の登録および肥料検査を⾏い、それにより農業⽣産⼒の維持増進に寄与することを
⽬的として昭和 25 年に制定された法律である。 

肥料取締法では肥料を“普通肥料”と“特殊肥料”に⼤別し、“普通肥料”については
農林⽔産⼤⾂が⼀元的に公定規格を設定し、この規格に基づいて登録が⾏われる。
登録は農林⽔産⼤⾂登録肥料と知事登録肥料に区別され、強制登録制度である。肥
料の⽴⼊検査は国（農林⽔産省肥飼料検査所）と都道府県がそれぞれ検査対象を調
整して実施している。 

⼀⽅堆肥などの“特殊肥料”については、登録を受ける義務はなく、その⽣産⼜は
輸⼊に際しては、都道府県知事に届出さえすればよい。ただし、堆肥は購⼊に際
し、品質を識別することが難しく、施⽤上もその品質を識別することが特に必要で
あるため、品質表⽰が肥料取締法施⾏令で定められている。 

 
【副資材】（※3 ⼀部編集） 

家畜糞など含⽔率の⾼い有機資材を堆肥化する場合に、⽔分調整及び通気性改善
の⽬的で添加する資材である。⼀般的には、⽔分調整材とも呼ばれているが、単に
堆肥化原料の含⽔率を低下させるだけでなく、孔隙率を増加させることによって通
気性を改善し、併せて成分組成を調整する効果もあることから、副資材と呼ばれて
いる。 

おが屑、もみ殻、藁桿類などの有機質副資材が広く使われている。副資材として
⽤いられるおが屑等の植物残渣は、適切な腐熟の進⾏を図ると、「腐植」になっ
て、⼟壌還元後の効果が期待できる。また、腐植は、堆肥のにおいを和らげる効果
もある。利⽤されやすい堆肥を⽬指す場合、副資材の選択や腐熟の管理は⼤切な意
味を持つ。 

 
【腐熟】（※3 ⼀部編集） 

地⼒の維持増加を⽬的として、有機資材を施⽤する場合に、あらかじめその有機
資材を微⽣物の働きによって堆肥化し、施⽤しても⼟壌及び作物に悪影響を及ぼす
ことがなくなるまで腐朽・熟成することをいう。その到達⽬標に達したときが腐熟
の終了時（完熟）であり、この⽬標に達するまでの様々な程度を腐熟度という。 

腐熟の⽬的は⼤きく分けて２つある。第⼀に家畜糞などの有機資材を作業者にと
って取り扱いやすく、衛⽣⾯でも安全なものにすることである。⽣の家畜糞などは
悪臭が強く、汚物感があり、搬送・貯蔵・施⽤などの作業性の⾯からみて、極めて
取り扱いにくいものであるが、腐熟させることによって、悪臭は減少し、取り扱い
やすくなる。また、家畜糞などには病原菌、寄⽣⾍の卵、雑草の種⼦などが含まれ
ることがあるが、腐熟の過程で発⽣する発酵熱によって温度が 70〜80℃程度まで
上がれば、これらを死滅させることが可能である。 
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第 2 の⽬的は、家畜糞などを作物の⽣育によって安全なものにすることである。
家畜糞などには易分解性有機物が多く含まれており、そのまま多量に施⽤すると⼟
壌中で急激に分解して⼟壌が還元状態になり、作物が⽣育障害を起こす危険性があ
る。また、家畜糞や敷料にはフェノール性酸や揮発性脂肪酸などの⽣育阻害物質が
含まれることがある。そのため、⼗分腐熟させ、易分解性有機物や⽣育阻害物質を
あらかじめ分解してから施⽤することが重要である。 

 
ま行 

【密閉縦型発酵槽】引⽤⽂献なし。中部エコテックのヒアリングやカタログを参考。 
円筒型タンクに、中⼼を軸とした回転⽻根があり、タンク底部から通気する構造

になっている。家畜糞尿や⽣ゴミなど⾼⽔分の原料をタンク上部から投⼊すると、
中に⼊っている種堆肥（⽔分率 35％程度）と撹拌され、発酵熱により原料の⽔分
が蒸発し、乾燥したものがタンク底部より取り出される。 

密閉されたタンク内から⾼濃度臭気が発⽣するので、臭気の捕集がしやすく、⽔
洗スクラバーや⽣物脱臭装置などで脱臭処理をするところが多い。 

 
 
A～Z 

【Ｃ/Ｎ⽐】（※3 ⼀部編集） 
全炭素（C）と全窒素（N）の⽐であり、炭素/窒素⽐や炭素率ともよばれる。

C/N には有機物の分解性と密接な関係があり、⼀般的には C/N ⽐が⾼いほど分解
しにくく、低いほど分解しやすいと考えられている。したがって、有機資材の堆肥
化を⾏う場合には、原料の C/N ⽐を 30〜40 以下に調整する必要がある。家畜糞は
概して窒素含量が⾼く、⽜糞は 15〜20、豚ぷんは 10〜15、鶏糞は 10 以下と分解
されやすい。 

また C/N ⽐は、堆肥の腐熟度合いを⽰す⽬安の⼀つとして考えられている。堆
肥原料の C/N ⽐が⾼い場合には腐熟の進⾏に伴って C/N ⽐が 10 付近に低下して
くる。なお鶏糞のように C/N ⽐が 10 以下と低い場合には、⼀旦 C/N ⽐が上昇し
てから、10 付近に収束してくる。 

堆肥として農地に施肥するときも、C/N ⽐は作物への窒素供給⼒と重要な関係
がある。C/N ⽐が 20 以下の有機資材を施⽤した場合、有機体炭素は呼吸により
CO2 として放出され、有機体窒素はアンモニア態窒素により無機化され、その⼀部
は微⽣物体を合成するために使われる（窒素の有機化という）。しかし、C/N ⽐が
30 以上の有機資材の場合は、窒素が少ないため、微⽣物の分解で無機化された窒
素だけでなく、⼟壌中の無機態窒素に対して植物（農作物）と微⽣物との間で競合
が起こり、植物にとっては窒素⽋乏の状態、すなわち窒素飢餓の状態となる。C/N
⽐が 20 付近がこの窒素の無機化と有機化の起こる境界と考えられている。 

 
【WCS（稲発酵粗飼料）】（※4） 

稲の実と茎葉を同時に収穫し発酵させた⽜の飼料のことで、稲発酵粗飼料とも呼
ばれる。WCS の利⽤は、⽔⽥の有効活⽤や⾷料⾃給率向上に貢献する、と関⼼を
集めている。⽔稲を出穂期以降に収穫、ロール状に梱包し、さらにラップ材でラッ
ピングし、稲に付着している乳酸菌により発酵させ⽜の餌とする。 

 
 
 
出典について 

※1：「においの⽤語と解説」（社団法⼈ 臭気対策研究協会） 
※2：「畜産」 阿部亮著  （⼀般社団法⼈ 農⼭漁村⽂化協会） 
※3：「家畜ふん尿処理施設の設計・審査技術」（⼀般財団法⼈ 畜産環境整備機構） 
※4：「農⽔省ホームページ」より 
※5：「酪農キッズファーム」（⼀般社団法⼈ 中央酪農会議） 
※6：「ポケット肥料要覧」（⼀般財団法⼈ 農林統計協会） 
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